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平
成
20
年
頃
を
目
途
と
し
て
業
者

に
よ
る
汲
み
取
り
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
水
洗
化
が
進
ん
で
事

業
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
と
共

に
、
処
理
施
設
も
使
用
期
限
と
な
る

か
ら
で
、
早
期
水
洗
化
が
望
ま
れ
ま

す
。

町
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
着

工
し
た
下
水
道
関
連
工
事
が
、
平
成

十
四
年
四
月
で
、
95
％
の
整
備
を
終

え
、
一
千
五
百
戸
あ
ま
り
が
下
水
道

等
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
四
月
か
ら
公
共
下
水
道
で
は
、

小
泉
町
内
（
一
部
）
新
間
町
内
の
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
大
麦
、
寺

沢
、
綱
木
沢
、
葹
田
、
館
岡
、
赤
沢
、

天
神
、
八
幡
の
一
部
の
処
理
を
行
う

集
落
排
水
処
理
施
設
も
三
月
で
工
事

が
完
了
し
、
使
用
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
宇
治
木
、
小
泉
の
一

部
が
今
年
度
で
完
了
し
ま
す
と
、

98
％
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
野
地
地
区
は
合
併
処
理
浄
化

槽
を
、
十
五
年
度
中
に
完
了
の
予
定

で
す
。

こ
れ
で
町
の
下
水
道
関
連
事
業
は

す
べ
て
完
了
し
、
ど
の
地
区
で
も
ト

イ
レ
の
水
洗
化
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
は
、
快
適
で
衛
生
的
な
生

活
を
営
む
た
め
に
、
ま
た
豊
か
で
美

し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
で
す
。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ら
、
各
家
庭
・
事
業
所
で
は
ト

イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
排
水
設
備
の
設

置
を
行
い
、
家
庭
か
ら
で
る
汚
水
は

下
水
道
に
流
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
日
も
早
く
排
水
設
備
設
置
工
事
を

行
い
、
快
適
な
居
住
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

八
郎
潟
調
整
池�

秋
田
自
動
車
道�
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落
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種別� 町　内� 使用開始戸数�水洗化戸数�水洗化率％�

15年度工事完了です。�

平成14年度工事完了�

15年度工事完了です。�

平成14年4月供用�
開始�

平成14年4月供用�
開始�

町内別水洗化率� 平成14年3月31日現在�

全　　　　体�

下水道整備率� 98％に!!平成14年度末で�

お
宅
で
は
下
水
道
施
設
に�

　
　
　
　
接
続
し
ま
し
た
か
？�
お
宅
で
は
下
水
道
施
設
に�

　
　
　
　
接
続
し
ま
し
た
か
？�
た
だ
今
水
洗
化
率�

66
％�

（
Ｈ
14
・
３
現
）�

？�？�？�

公共下水道整備地区（計画含）�

農業集落排水施設整備地区（計画含）�

合併処理浄化槽整備地区（計画含）�

平
成
20
年
か
ら

汲
み
取
り
廃
止
？

農業集落排水処理施設（葹田地区）

公共下水道及び農業集落排水事業以外は、合併
処理浄化槽で対応します。
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下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
ら
、
台
所
や
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の

雑
排
水
を
戸
外
の
公
共
枡
ま
で
つ
な

ぐ
工
事
は
遅
滞
な
く
、
水
洗
ト
イ
レ

の
改
修
は
３
年
以
内
に
行
う
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
す
る
と
水
道
料
金
が
高
く

な
る
と
心
配
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

確
か
に
、
下
水
道
に
接
続
し
使
用
す

る
と
、
水
道
使
用
量
も
多
く
な
り
、

別
途
下
水
道
料
金
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

下
水
道
料
金
は
、
水
道
水
の
使
用

量
で
計
算
し
ま
す
。
下
水
道
の
基
本

料
金
は
、
10
�
ま
で
は
一
、
二
二
〇
円

で
す
。
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
と
現

在
の
水
道
使
用
量
よ
り
20
％
〜
30
％

ほ
ど
増
え
る
模
様
で
す
。
そ
う
す
る

と
水
道
料
金
と
下
水
道
料
金
を
あ
わ

せ
て
現
在
の
２
倍
く
ら
い
の
料
金
と

な
る
よ
う
で
す
。

都会で暮らす子供達をうらやましく思っていまし
たが、井川にも下水道が整備されてうれしいです。
水洗化にしてからは、孫達が遊びに来ても「おばあ
ちゃんちのトイレいいね」と喜んでもらっています。

風
薫
る
五
月
。
新
緑
が
美
し

く
、
カ
ッ
コ
ウ
の
声
が
さ
わ
や

か
な
こ
の
季
節
は
、「
は
つ
ら
つ

歩
こ
う
会
」
の
季
節
。
は
つ
ら

つ
歩
こ
う
会
は
今
回
で
、
十
一

回
目
を
迎
え
、
今
や
、
井
川
を
代
表
す
る
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

森
吉
町
の
浜
辺
の
歌
音
楽
館
か
ら
日
本
国
花
苑
ま

で
四
二
、
一
九
五
㌔
毎
年
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る

方
、
親
子
そ
ろ
っ
て
参
加
す
る
方
、
何
歳
に
な
っ
た

記
念
に
…
と
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
。
そ
し

て
満
ち
足
り
た
、
と
て
も
い
い
顔
で
ゴ
ー
ル
の
テ
ー

プ
を
切
り
ま
す
。
途
中
、
疲
れ
て
や
め
よ
う
か
と
何

度
も
何
度
も
思
っ
た
人
で
も
、
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
の
顔

は
輝
い
て
い
ま
す
。

歩
く
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
、

お
友
達
や
家
族
と
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
。

トイレの水洗化はとても
快適ですが、わが家では、
畑の肥料等に使用したりす
るので、くみ取りトイレを
一個残しています。

町内全体が水洗化するこ
とのよって、ハエが少なく
なったと感じています。又
川もきれいになるよう期待
しています。

・町では水洗トイレへの改造工事費用を、融資あ
っせんしています。
貸付限度額……供用開始後、３年間は100万円

供用開始後４～５年目は50万円
利　　　子……町が負担します
返済方法……40か月以内。毎月元金均等返済

・水洗化工事の費用は、トイレの水洗化とともに
浴室や流しなどの改修する場合も多く、また水
洗トイレの便器をどのようなものにするかなど
により、一概に言えませんが、くみ取りトイレ
を水洗トイレに改造して下水道につなぐ工事を、
標準的な便器を使用して行った場合で50～60万
円くらいのようです。

水
洗
化
を

お
願
い
し
ま
す

伊藤竹次郎さんご夫婦
（羽　立）

浅野ひとみさん
（今　戸）

水洗化にしたら、お尻に
優しく、気持ちが良くて長
生きできるような気がして
いる。使用開始を待ってい
たので、来客があっても恥
ずかしくなくなりました。

鷲谷　清さん一家
（海老沢）

菅生律子さん
（井　内）

年をとると流すのを忘れることがある
ので全自動化にし、快適な気分を味わっ
ている。これは経費に換算できない心地
よさを感じる。又田圃に対しても良い影
響でているようで、油が浮いているのを
見かけなくなった。

伊藤　明さん
（仲　台）

　
　
い�
　
ま�

す� 　
　
い�
　
ま�

す�

　
　
汗�

　
い�

い� 　
　
汗�

　
い�

い�

水洗化への改造資金融資

水
洗
化
し
た
方
々
の

声
・
声
・
声

…

第11回�
あきたリゾートライン�

健康
づくり

ウォーク　42.195キロ

平成14年５月26日（日）�
あきたリゾートライン（森吉町→井川町）�

井川町日本国花苑�
野外ステージ�
※バスでスタート地点（森吉）�
までお送りします。�

午前５時10分�
バス出発：5時15分�

午前６時30分�

５月９日（木）必着�

井川町町民体育館�
TEL874-3668�
㈲4285

と　き�

ところ�

集　合�
場　所�

集　合�
時　間�

スタート�
時　間�

〆切�

問　い�
合わせ�

過去の大会に10回参
加されて、かつ、10㎞
以上完歩された方に
は記念品を用意して
おります。ぜひ、自己
申告して下さい。�

記念品�
差し上げます。�

たばこを吸わない人に比べて、喫煙者のがん死亡率がどのくらい高いか、知
っていますか？　喉頭がんによる喫煙者の死亡率は、非喫煙者の実に32倍に上
がります。もちろん、これは一例に過ぎません。肺がん、胃がん、肝臓がんな
どのリスクもそれぞれ大幅に高まります。
また、喫煙者は、非喫煙者に比べて狭心症や心筋梗塞など虚血性心疾患の死
亡リスクが1.7倍も高くなっているほか、慢性気管支炎、肺気腫などにも関係
しています。さらに、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、歯周病などにもなりやすいとい
う調査結果があります（1980～90年「循環器疾患基礎調査」）。

病院などで行われる禁煙プログラム、薬局などで
市販されている禁煙用のガムなど、現在は、たばこ
をやめるためのサポート体制が整いつつあります。
しかし、一番大切なのは、喫煙者本人が「たばこ
をやめる」という固い意志を持つことです。そのた
めに、あなたが手にしているたばこの健康影響につ
いて、もう一度考えてみましょう。

5
月
31
日
は

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す

　
　
煙�

　
　�

禁� 　
　
煙�

　
　�

禁�

この笑顔が参加者を支えてくれます。

あなたの体をむしばむ「たばこ」

「禁煙しよう」という固い意志を！
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四
月
十
二
日
、
平
成
十
四
年
度
第
一

回
町
内
会
長
会
議
が
、
役
場
大
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
町
内
会
長
を
代
表
し
て

大
野
地
町
内
会
長
の
半
田
拓
男
さ
ん
に

町
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
町
長
の
挨
拶
で
は
、「
今
年
の

町
づ
く
り
懇
談
会
開
催
は
五
月
二
十
七

日
よ
り
予
定
し
て
い
る
。
今
、
町
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課

題
と
し
て
、
町
村
合
併
問
題
が
あ
る
。

町
サ
イ
ド
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
ど
う
選
択
す
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
も
大
い
に
議
論
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
各
町
内
会
か
ら
の
要
望
事

項
に
は
で
き
る
だ
け
答
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
出
さ
れ
た
要
望
事

項
は
一
町
内
概
ね
三
件
。
す
べ
て
完
全

に
回
答
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
に
も
地
域
で
十
分
に
議
論
し
て
ほ
し

い
し
、
そ
う
し
た
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
課
の
課
長
等
が
事
業
の

説
明
や
連
絡
事
項
を
述
べ
、
協
議
に
入

り
ま
し
た
。

町
内
会
長
か
ら
の
意
見
や
質
問
は
、

「
桜
の
町
を
提
唱
し
て
い
な
が
ら
、
地
域

に
連
絡
も
な
く
桜
な
ど
の
樹
木
を
切
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」。

「
町
内
会
の
要
望
シ
ス
テ
ム
を
変
え
て
は

ど
う
か
」「
有
線
放
送
で
定
例
町
議
会
の

模
様
が
放
送
さ
れ
て
い
る
が
、
平
日
な

の
で
、
テ
ー
プ
に
録
る
な
ど
し
て
夜
に

放
送
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
」「
街
灯

の
設
置
に
つ
い
て
、
費
用
負
担
も
大
き

い
の
で
新
設
の
場
合
は
町
で
設
置
で
き

な
い
か
」
等
々
。
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
「
町
づ
く
り
懇
談
会
」

が
５
月
27
日
（
月
）
か
ら
６
月
６
日

（
木
）
ま
で
の
９
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
、
町
長
以
下
助
役
、
収
入

役
、
教
育
長
、
各
課
長
、
町
職
員
が

四
班
に
分
か
れ
て
、
あ
な
た
の
町
内

に
お
じ
ゃ
ま
い
た
し
ま
す
。

全
町
29
町
内
。
す
べ
て
の
町
内
会

で
開
催
す
る
の
は
、
日
頃
利
用
し
て

い
る
地
域
の
分
館
な
ど
、
歩
い
て
い

け
る
会
場
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
方
に
お
気
軽
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
た
め
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
住
民

の
参
加
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
実
際
、
地
域
の
こ
と
は
そ
こ
に

住
ん
で
生
活
し
て
い
る
人
で
な
け
れ

ば
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
町
づ
く
り

も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
話
し
合
い

は
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
気

軽
に
自
由
に
話
し
て
下
さ
い
。

国
で
は
、
平
成
17
年
３
月
末
ま
で

の
合
併
を
条
件
と
し
た
支
援
策
を
打

ち
出
し
、
強
力
に
合
併
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
町
だ
か
ら
、

み
ん
な
で
考
え
て
、
議
論
し
あ
っ
て
、

方
向
付
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

是
非
参
加
し
て
あ
な
た
の
考
え
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

持
て
る
よ
う
、
知
事
自
ら
が
地
域
に

出
向
き
町
長
や
議
会
議
員
と
直
接
意

見
交
換
を
行
う
「
市
町
村
合
併
ト
ー

ク
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
井
川
町
で

は
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

日
　
時

５
月
22
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所
　
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

有
線
４
５
６
１

℡
８
７
４
―
４
４
１
１

※
５
月
17
日
ま
で

県
で
は
、
合
併
特
例
法
の
適
用
期

間
内
に
、
地
域
住
民
が
話
し
合
い
を

平成14年度　まちづくり懇談会開催日程�
時間（全会場）：午後7時00分～午後9時00分�

井　内�
葹　田�
今　戸�
横　岡�
大　台�
新　間�
赤　沢�
坂　本�
寺　沢�
八　幡�
街　道�
宇治木�
小　泉�
仲　台�

5月27日�
��
�
�

5月28日�
��
�
�

5月29日�
��
�

5月30日�
��

5月31日�
��

町　内　名� 会　　　場�開催月日�

大　麦�
館　岡�
小今戸�
羽　立�
大　倉�
新屋敷�
田　中�
小竹花�
綱木沢�
上　村�
大野地�
海老沢�
保野子�
中下村�
さくら�

6月3日�
��
�
�

6月4日�
��
�
�

6月5日�
��
�
�

6月6日�
��
�

6月7日�
��

井内公民館�
葹田公民館�
今戸コミュニティセンター�
横岡児童館�
大台生活改善センター�
新間児童館�
赤沢公民館�
坂本児童館�
寺沢分館�
八幡会館�
街道公民館�
宇治木公民館�
小泉公民館�
仲台児童館�

大麦児童館�
館岡児童館�
小今戸公民館�
浜井川地区集会所�
大倉分館�
新屋敷公民館�
田中児童館�
小竹花公民館�
綱木沢生活改善センター�
上村公民館�
大野地公民館�
海老沢児童館�
保野子公民館�
中下村児童館�
さくら公民館�
　　予　備　日�

平成14年度　まちづくり懇談会開催日程�
時間（全会場）：午後7時00分～午後9時00分�

今
年
の
重
点
は
町
村
合
併
問
題

知
事
と
の
「
市
町
村
合
併
ト
ー
ク
」

男
鹿
市
、
南
秋
田
郡
の
広
域
ご

み
処
理
場
の
建
設
場
所
と
し
て
、

天
王
、
昭
和
、
飯
田
川
三
町
の
湖

南
地
区
ご
み
処
理
場
の
隣
接
地
が

本
決
ま
り
と
な
り
そ
う
だ
。
こ
の

た
び
、
三
町
か
ら
建
設
に
あ
た
っ

て
の
三
町
と
地
元
町
内
の
要
望
が

具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
。
要
望
事

項
は
多
岐
に
わ
た
る
が
共
助
・
互

助
の
原
則
で
協
議
に
あ
た
れ
ば
解

決
は
可
能
だ
と
思
う
。
地
元
町
内

か
ら
の
要
望
は
上
下
水
道
の
建
設
、

生
活
道
路
、
搬
入
路
の
整
備
、
温

泉
付
き
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

主
な
も
の
。
三
町
か
ら
は
既
存
施

設
の
買
取
り
や
助
成
な
ど
。
具
体

的
に
検
討
を
す
る
た
め
の
資
料
を

整
理
し
て
い
る
段
階
だ
が
、
ど
の

程
度
の
費
用
を
要
す
る
か
、
技
術

的
に
可
能
な
の
か
、
合
理
性
が
あ

る
の
か
検
討
し
、
早
急
に
成
案
を

得
な
け
れ
ば
と
思
う
。
そ
れ
相
応

の
負
担
は
要
す
る
が
、
わ
け
て
も

地
元
町
内
の
要
望
は
可
能
な
限
り

実
現
す
る
の
が
至
当
だ
と
考
え
て

い
る
。

湖
南
地
区
の
処
理
場
は
人
口
重

心
地
に
位
置
す
る
こ
と
、
ご
み
の

搬
入
時
に
市
街
地
を
回
避
で
き
る

こ
と
か
ら
十
ヵ
所
の
候
補
地
の
う

ち
当
初
か
ら
有
力
視
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
他
町
村
の
ご
み
を
処
理

す
る
地
元
側
か
ら
考
え
れ
ば
、
心

理
的
な
抵
抗
、
事
故
や
公
害
へ
の

不
安
な
ど
理
屈
で
は
な
い
も
の
が

あ
る
の
は
当
然
で
、
こ
の
こ
と
を

私
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。

今
年
十
二
月
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
新
し
い
規
準
が
適
用
さ
れ
、

男
鹿
市
、
南
秋
田
郡
内
の
既
存
の

焼
却
炉
は
使
用
停
止
に
な
る
。
地

元
側
と
条
件
の
折
合
い
が
こ
こ
数

ヶ
月
の
間
に
つ
い
た
と
し
て
も
、

新
処
理
場
の
建
設
は
順
調
に
い
っ

て
も
四
〜
五
年
の
期
間
が
必
要
に

な
る
。
こ
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
は
秋
田
市
へ
ご
み
処
理
を
委
託

す
る
予
定
で
い
る
。
秋
田
市
側
に

し
て
も
無
期
限
で
他
町
村
の
ご
み

処
理
を
受
託
す
る
の
は
無
理
な
こ

と
で
、
そ
の
意
味
で
も
新
処
理
場

の
具
体
化
が
急
が
れ
て
い
た
。
こ

の
た
び
の
地
元
か
ら
の
条
件
提
示

で
、
や
っ
と
秋
田
市
と
具
体
的
な

交
渉
が
可
能
と
な
っ
た
。

湖
東
地
区
を
巡
っ
て
は
今
後
、

湖
東
病
院
の
改
築
、
八
郎
潟
町
、

大
潟
村
の
上
水
道
の
水
質
転
換
の

た
め
の
広
域
上
水
道
の
建
設
な
ど
、

広
域
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
事
業
が
ひ
か
え
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
利
害
を
伴
う
が
、
最
少
の

費
用
で
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を

は
か
る
と
す
れ
ば
道
は
拓
け
る
は

ず
だ
。
い
ず
れ
町
村
合
併
問
題
も

爼
上
に
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
新
処
理

場
の
成
否
は
こ
う
し
た
問
題
の
試

金
石
だ
。

町
長
日
記
抄

齋
　
　

藤
　
　

正
　
　

　�

役　員

会　長

副会長

〃（会計）

理　事

〃

町内名 氏　　名

遠藤　健一

門間　国美

鷲谷　文蔵

伊藤　　毅

田代　安雄

今　戸

井　内

海老沢

宇治木

小今戸

役　員

理　事

〃

〃

監　事

〃

町内名 氏　　名

三浦　嘉昭

小林　純一

小野　慶道

菅生　光夫

伊藤　嘉道

小竹花

横　岡

さくら

大　麦

羽　立

●井川町町内会長会役員

平成14年度�

4月12日�
役場�

大会議室�

私
た
ち
の
町
は
、
私
た
ち
が
つ
く
り
ま
す

『
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
』
…
町
村
合
併
を
主
な
テ
ー
マ
に
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『交通事故のない井川町を目指してがんばります』

・うまい話にご用心
・不要ならはっきり言おう｢いりません｣
・説明内容は書面で確認を！
・日頃の備えが自分を救う
・おかしいなと思ったら早めの相談

平
成
十
三
年
中
の
少
年
非
行
の
状

況
は
、
前
年
に
比
べ
刑
法
犯
（
刑
法

犯
で
警
察
に
検
挙
さ
れ
た
14
歳
以
上

20
歳
未
満
の
少
年
）
の
検
挙
人
員
一

三
八
、
六
五
四
人
と
３
年
ぶ
り
に
増

加
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
高
校

生
が
最
も
多
く
、
五
九
、
〇
七
二
人
、

次
い
で
、
中
学
生
が
三
八
、
六
四
五

人
、
無
職
の
少
年
一
九
、
二
六
三
人
、

有
職
少
年
一
三
、
〇
〇
九
人
、
大
学

井川町は、３月中に酒気帯び運転が１件
あり、前月末累計酒酔い運転１件と併せて、
全県第46位となりました。行楽やお祭りで
お酒を飲む機会が増えます。飲酒運転は絶
対やめましょう。

４
月
１
日
か
ら
次
の
方
々
が
新
し

い
指
導
隊
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

生
四
、
四
三
四
人
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
凶
悪
犯
、
粗
暴
犯
が
依
然

と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
、
少
年
に

よ
る
殺
人
（
未
遂
含
む
）
が
昭
和
三

五
年
以
来
の
記
録
と
な
る
な
ど
、
非

行
の
凶
悪
化
、
粗
暴
化
の
状
況
が
う

か
が
わ
れ
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

警
察
で
は
、
少
年
を
非
行
や
犯
罪

被
害
か
ら
守
る
た
め
に
、「
非
行
防
止
」

「
保
護
」
の
両
面
に
わ
た
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
と
称
し
て
電
子
メ
ー

ル
等
を
多
数
の
人
に
送
り
つ
け
勧
誘

す
る
ね
ず
み
講
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
ね
ず
み
講
は
無
限
連
鎖
講
の

防
止
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

①

開
設
し
た
り
　
②

運
営
し
た
り

③

勧
誘
し
た
り
　
④

加
入
し
た
り

す
る
事
が
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
注
意
下
さ
い
。

毎
年
五
月
は
「
消
費
者
月
間
」。
こ

の
期
間
は
、
消
費
者
団
体
、
事
業
者
、

行
政
は
一
体
と
な
っ
て
、
国
民
の
消

費
者
問
題
に
対
す
る
啓
発
を
行
う
た

め
の
各
種
事
業
を
集
中
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
「
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。

駐在所の警察官は地域の安全を守るために、昼夜
を問わず、パトロール活動を行っています。

幼稚園、学校での防犯指導

無職少年�
19,263人�
（13.9％）�

有職少年�
13,009人�
（9.4％）�

その他の学生�
4,226人�
（3.0％）�

大学生�
4,434人�
（3.2％）�

高校生�
59,072人�
（42.6％）�

中学生�
38,645人�
（27.9％）�

刑法犯少年の学職別検挙人員�

全国13万8,654人（平成13年中）�

有
線
　
４
４
２
１�

井
　

川
　

警
　

察
　

官
　

駐
　

在
　

所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

0（
８
７
４
）２
３
４
５��

有
線
　
４
３
２
２�

井
川
東
警
察
官
駐
在
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

0（
８
７
４
）２
２
２
６�

｛� ｛�

少
年
を
非
行
・
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
に

悪質商法
契約のトラブル

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
と
称
す
る

ね
ず
み
講
に
ご
注
意

消

費

者

月

間

一
、
正
し
い
血
の
止
め
方

（
手
や
足
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
時
）

・
傷
口
に
土
や
砂
な
ど
入
っ
て
い

た
ら
石
鹸
と
水
で
よ
く
洗
い
流

す
。

・
清
潔
な
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
で
、

傷
を
三
分
間
ぐ
っ
と
押
さ
え
続

け
る
。
注
こ
の
時
、
傷
口
を
絶
対

覗
か
な
い
。

・
こ
れ
で
も
止
ま
ら
な
け
れ
ば
病

院
へ
。

・
ひ
も
や
輪
ゴ
ム
は
使
わ
な
い
で

下
さ
い
。
出
血
が
増
す
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
止
ま
っ
た
ら
消
毒
し
、
カ
ッ
ト

バ
ン
を
貼
る
。

二
、
骨
折
を
疑
っ
た
時

（
転
ん
だ
、
ぶ
つ
け
た
等
）

骨
折
の
三
大
症
状
は
①
疼
痛

（
ず
き
ず
き
傷
む
）
②
腫
脹
（
赤

く
腫
れ
る
）
③
変
形
で
す
。

常
に
こ
の
三
つ
が
現
れ
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
が
、
疑
わ
し

け
れ
ば
応
急
措
置
を
し
ま
す
。

・
曲
げ
な
い
、
動
か
さ
な
い
、
が

原
則
で
す
。

注
折
れ
た
骨
が
動
く
と
周
囲
の
神
経

や
血
管
を
傷
つ
け
、
状
態
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
固
定
処
置
す
る
。
そ
え
木
の
代

わ
り
に
雑
誌
や
傘
な
ど
も
使
え

ま
す
。
固
定
す
る
事
で
痛
み
の

軽
減
に
も
な
り
ま
す
。

三
、
や
け
ど
を
し
た
場
合

・
で
き
る
だ
け
早
く
、
き
れ
い
な

湖
東
地
区
消
防
署
で
は
、
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
災
害

や
事
故
等
に
備
え
、
日
々
訓
練
に
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
湖
東
地
区
管
内
四
町
の
平

成
十
三
年
の
救
急
出
動
件
数
は
、
七

二
九
件
で
し
た
。
こ
れ
は
一
日
に
約

二
回
の
出
動
と
い
う
計
算
に
な
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
齢

化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
や
は
り

お
年
寄
り
の
急
病
が
一
番
の
原
因
で

し
た
。
続
い
て
一
般
負
傷
、
交
通
事

故
と
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
身
近

に
起
こ
り
う
る
事
で
す
。
十
分
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
、
も
し
も
の
場
合
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
？
応
急
処
置
等
を
紹
介

し
ま
す
。

水
で
痛
み
が
無
く
な
る
ま
で
十

五
分
以
上
冷
や
し
ま
す
。

・
広
い
範
囲
の
や
け
ど
の
場
合
は
、

体
の
冷
え
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・
震
え
が
で
て
き
た
ら
、
冷
や
す

の
を
や
め
、
毛
布
な
ど
で
保
温

す
る
。

・
水
疱
（
水
ぶ
く
れ
）
は
破
ら
な

い
で
下
さ
い
。

以
上
の
事
を
覚
え
て
い
て
も
ら
え

れ
ば
、
少
な
か
ら
ず
役
に
立
つ
と
思

い
ま
す
。
も
っ
と
詳
し
く
知
っ
て
お

き
た
い
と
い
う
方
は
、
応
急
手
当
講

習
会
と
同
様
に
、
救
急
隊
が
講
習
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

湖
東
地
区
消
防
署
　
昭
和
分
署

救
急
係
　
伊
藤
　
雄
飛

救急救命�
　　　最前線�

ことうしょうぼう�

「応急処置」�

こ
ん
な
時
の
応
急
処
置
法

小林恵理子さん
（葹　田）

伊藤真奈美さん
（街　道）

渡部千寿子さん
（小　泉）

新
し
い

交交
通通
指指
導導
隊隊
員員です

全県飲酒運転追放競争
～井川町46位～

こ
ち
ら

4／25 井川小学校交通安全教室 4／14 赤沢育成会交通安全教室

早
速

活
動
で
す
。



11

風、さわやかに晴れわたる中、井川小学校、井川中

学校の入学式が行われました。

小学校の新入生は70名。お兄さんお姉さんに手を引

かれての入場で、少しおすまし顔でした。担任の先生

に名前を呼ばれて、元気に返事をしていました。

中学校では、55名が真新しい制服に身を包んで、少

し照れくさそうに、ブラスバンドの

演奏に合わせて入場してきました。

ご両親や小学校の担任の先生を前に

して緊張した面もちでした。

子供センターでは、先生方の歓迎

セレモニーに大きな瞳で見入ってい

ました。

日の光がまぶしくなると、町のあちこちの汚れが目

立ち始めます。

肌に朝の冷気が心地いい早朝５時30分、作業が始ま

りました。今年は、男性はもちろん、女性子供達まで、

700名あまりの方が参加しての大清掃となりました。

井川町健康づくり推進員研修会

みんなで町をきれいに

～全町一斉クリーンアップ～

食生活改善学級開講

循環器健診

４/５�

４/14

４/17～25

町民が豊かで活力ある生活を保持

するため、各町内から推薦されて、

健康づくり推進員となられた方々の

はじめての研修会が行われました。

昨年度の各健診受診状況と課題が

述べられ、今年度の循環器健診や各

種健診の通知方配付　受診勧奨に向

けて話し合いが持たれました。その

後、前琴丘町教育長の大山廣子氏の

講演で研修を終えました。

平成14年度の事業計画が話し合わ

れ、循環器健診時受診者の皆さんへ

提供する試食品について話し合われ

ました。

今年度の循環器健診、大腸ガン検

診、結核健診、歯科検診が農村環境

改善センターを会場に行われました。

８日間の受診者は1,627人。今年も健

康を確認し合いました。大勢のスタ

ッフ、健康づくり推進員、食生活推

進協議会の方々がいろいろな場面で

この検診を支えています。

今年度もはじまりました
井川町小学校入学式

新入生　70名

井川町中学校入学式

新入生　55名

子どもセンター入園式

４/５�

４/６�

食生活改善推進員のみなさん
健診会場では「しらす入りごまおにぎり」を提
供して、カルシウム摂取を呼びかけました。

お
い
し
い
な
ぁ

ア
ッ
！
し
ら
す
干
し
だ
。

10



・加入期間のすべてが第１号被保険者の期間の方の老齢基礎年金
・第１号被保険者期間中や20歳前に初診日のある障害基礎年金
・第１号被保険者期間中に死亡日のある遺族基礎年金
・寡婦年金
・死亡一時金

・第２号及び第３号被保険者期間がある方の老齢基礎年金
・第２号または第３号被保険者期間中に初診日のある障害基礎年金
・第２号または第３号被保険者期間中に死亡日のある遺族基礎年金

〈引落日〉
引落日は毎月の保険料の翌月末日となります。末日が土曜日、日曜日、祝祭日等で金融機関が休みの場合は、翌月
の最初の金融機関営業日になります。

〈振替不能となった場合の取扱〉
振替日に残高不足により振替できなかった場合は、翌月の振替日に当月分と合わせて２ヶ月分の振替を行います。
再振替により振替ができなかった場合には、納付書をお送りいたしますので、納付書により現金でお近くの金融機関
から納付してください。
なお、前納が振替不能となった場合は、毎月の口座振替と同様に引き落としを行うこととなります。

５月�
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・
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
糞
の
後
始
末
は
き
ち
ん
と
し
ま
し

ょ
う
。

・
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
を
、
捨
て
た

り
置
き
去
り
に
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

※
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
犬

の
飼
い
方
、
し
つ
け
等
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

℡
８
２
８
‐
６
５
６
１
ま
で

★
犬
の
登
録
手
数
料
三
、
〇
〇
〇
円

平
成
７
年
度
以
降
に
登
録
し
た

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

★
予
防
注
射
手
数
料
三
、
〇
二
〇
円

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

必
要
で
す
。

★
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
課

℡
８
７
４
‐
４
４
１
６
　
有
線
４
４
４
１

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
役
場
に
お
届

け
下
さ
い
。

・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

・
飼
い
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
時

・
飼
い
主
の
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ

た
時

町
税
・
介
護
保
険
料
・
学
校
給
食

費
な
ど
が
６
月
か
ら
郵
便
局
で
も
口

座
振
替
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
書
は
役
場
各
業
務

担
当
窓
口
、
取
扱
金
融
機
関
（
秋
田

銀
行
五
城
目
支
店
、
北
都
銀
行
飯
塚

支
店
・
五
城
目
支
店
、
あ
き
た
湖
東

農
協
井
川
支
所
）、
町
内
の
郵
便
局
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い
る

納
税
者
の
税
金
を
組
合
長
が
町
内
の

郵
便
局
に
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
納
期
内
納
付
に
限
り
ま
す
の

で
、
個
人
の
前
納
や
納
期
の
過
ぎ
た

税
金
等
は
郵
便
局
で
は
取
り
扱
わ
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
外
の
納
税
者
が
近
く
に

金
融
機
関
が
な
く
郵
便
局
を
利
用
し

た
い
時
な
ど
現
金
で
税
金
を
郵
便
局

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

際
は
、
事
前
に
連
絡
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
税

税
務
課

有
線
　
４
５
０
０

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
４

介
護
保
険
料

健
康
課

有
線
　
４
４
３
２

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
７

学
校
給
食
費

給
食
セ
ン
タ
ー

有
線
　
４
３
２
６

0
０
１
８
（
８
７
４
）
２
７
７
３

来
年
度
は
、
そ
の
他
の
公
金
に
つ

い
て
も
取
扱
金
融
機
関
や
郵
便
局
で

口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
ご
と
が

あ
る
と
き
は
、
是
非
ご
相
談
下
さ
い
。

・
近
隣
と
の
争
い
ご
と

・
子
供
や
老
人
の
虐
待

・
登
記
・
戸
籍
・
扶
養
の
問
題

・
名
誉
・
信
用
を
傷
つ
け
ら
れ
た
時

■
日
　
時

６
月
１
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

■
場
　
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当

人
権
擁
護
委
員

佐
藤
秀
弘
さ
ん

伊
藤
典
美
子
さ
ん

児
玉
隆
司
さ
ん

法
務
局
職
員

五
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

役
所
の
仕
事
で
「
納
得
が
い
か
な

い
」「
処
理
が
お
か
し
い
」「
ど
う
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

皆
さ
ん
の
苦
情
や
要
望
を
、
行
政
相

談
員
が
お
聞
き

し
、
行
政
監
察
事

務
所
と
協
力
を
し

て
解
決
を
図
っ
て

く
れ
ま
す
。
秘
密

は
守
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

井
川
町
の
行
政
相

談
員
は

工
藤
智
敬
さ
ん

（
今
戸
）
で
す
。

８
７
４
―
２
３
４
３

有
線
番
号
２
１
３
４

■
と
き

５
月
22
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時

■
会
　
場

日
本
国
花
苑
「
定
住
促

進
セ
ン
タ
ー
」

■
問
い
合
わ
せ

秋
田
行
政
監
察
事
務
所

0
８
２
４
―
１
４
２
６

役
場
総
務
課

0
８
７
４
―
４
４
１
１

聞
き
取
り
に
く
い
耳
、
補
聴
器
で

お
悩
み
の
方
に
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

■
日
　
時

５
月
31
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

新
日
本
補
聴
器
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
８
（
８
６
６
）
０
７
５
３

公
金
の
納
め
方
も
っ
と
便
利
に

人
権
・
困
り
ご
と
・
法
律
相
談

春
の
行
政
相
談

〜
暮
ら
し
に
役
立
つ
行
政
相
談
〜

補

聴

器

相

談

会

行
政
相
談
所
を
開
設

■と　き ６月２日(日）
午前5時～6
時まで

■ところ 井川河口・井
川地区八郎湖
岸

むかし、人々がシジミ
貝をとり、水泳を楽しん
だ八郎潟は、今なぜよご
れているのでしょうか。
八郎湖でも流域の人々
の生活が豊かになり、開
発が進んだために、人々
が使った水は、昔より多
く八郎湖へ流れ込むよう
になりました。現在、八
郎湖の流域には約10万人
の人々が住んでいます。
大部分の家庭では、生活
用水をほとんどそのまま
流しています。また、工
場などで使われた水も流
れこみます。このほか、
水田や畑の水、山林原野
などから土やごみがまじ
った水も流れ込んでいま
す。今一度、生活環境を
見直してみましょう。

八郎湖岸クリーンアップ５月は

犬の迷惑行為一掃月間

市町村へ年金の請求をする場合

社会保険事務所へ年金の請求をする場合

国民年金保険料の口座振替、引落日を確認して！

納め忘れ防止に！

①「口座振替」に
より納める。

②保険料が割り引か
れる「前納」をする。

○

○

○

○

平
成
14
年
度
犬
の
登
録
及
び

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

お知
らせ
お知
らせ

無料
相談
無料
相談



（損害保険一般に関するご相談もお受け致します。）�

相　談　日　時…月曜日～金曜日（9：30～12：00・13：00～16：40）�
弁護士相談日…毎月第2・4木曜日（13：00～16：00）予約制・相談無料・面談のみ�

交通事故に遭われた時などの�
自賠責保険および自動車保険の内容、�
保険金請求手続きなどについて、�
専門の相談員がご相談に応じます�

交通事故相談！まずはお電話で！�
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平成15年４月、男鹿・南秋地区に

知的障害のある子供を対象にする養護

学校が新設されます。この養護学校は、

バリアフリーの精神を生かし、「明る

く」「開放的な」学校にしたいと考え

ており、男鹿南秋にふさわしい校名を

募集します。
■応募方法

１．校名は、「ひらがな」「漢字」でも

構いません。

２．応募期間　５月31日(当日消印有

効）

３．官製はがきに「校名」とその理由。

応募者の住所、年齢、電話番号を記

入して下さい。１枚につき１作品と

し、応募数に制限はありません。

４．宛先、問い合わせ

〒010－8580

秋田市山王３丁目１－１

秋田県教育庁　幼児養護教育課

開設準備班　　　℡018-860-5135

人事院及び厚生労働省では、労働基

準監督官にふさわしい方を募集しま

す。
■申し込み受付は、５月９日まで。
■試験日 ６月16日�
■会　場 秋田合同庁舎

（秋田市山王７丁目１－３）

詳しくは、秋田労働局総務部総務課

TEL ０１８－８６２－６６８１

１日(水)

３日(金)

４日(土)

11日(土)

14日(火)

16日(木)

19日(日)

22日(水)

26日(日)

27～31日

6/3～6日

5月の�
中学校開校記念日

さくらまつり

「歌と踊りの集い｣＆「ヤートセ秋田」

（10：00～）

さくら祭り短歌大会（10：30～）

中学校３年生修学旅行

小学校体験学習（田植え）

子供センター５歳児遠足

（大森山動物園）

小学校運動会

知事との「市町村合併トーク」

秋田リゾートラインはつらつ歩こう会

〕町づくり懇談会

図書券が当たる

広報クイズ №131

◆今月の問題
（1)井川町の下水道整備率は、平成14年度
末でどれくらいになる予定ですか。
①80% ②95% ③98% 

（２)汲み取りをしなくなるのは、いつ頃の
予定ですか。
①平成20年頃　②平成25年頃　③平成
30年頃

◆応募の方法
ハガキに答､住所､氏名､年齢､世帯主名を記
入してください。
◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場　情報課　広報係
◆しめきり
５月18日（当日消印有効）
正解者の中から抽選で５人の方に図書券
をプレゼントします。
前回の答えは、�―②、�―③ でした。
当選者は次の通りです。
遠藤幸雄（今戸）北嶋洋子（街道）小林
美幸（葹田）鷲谷美咲（海老沢）鈴木康一
（千葉県）さんに図書券をお送りします。
たくさんの応募をお待ちしています。

すくすく学　級・乳児健診�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

健　診　名�

事　業　名�

月　　日� 対　　　象　　　者� 内　　　　　　容� 受付・会場�

す　く　す　く�
学　　　級�

平成14年２月生まれ�

健　康　相　談�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

骨密度測定、健康、栄養に関する相談等�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

乳幼児と親等が対象。みんなで遊び、情報�
交換。相談（栄養、歯科）もできます。�

離乳について（試食）�
神経芽細胞腫の説明�

９：30～９：45�
健康センター�

乳　児　健　診�
平成14年1月・平成13年�
10月7月5月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

13：30～�
　14：00

受付時間�

受付時間�

ポ　リ　オ　生　ワ　ク　チ　ン　投　与�
会　　場�対　　象　　者�月　　日�

６月　３　日�
(月)

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�
時間・会場�内　　　　　　　　容�月　　日�

５月　７　日�
　　20日�

(月)

診　療　所�

13：30～�
　14：00

診　療　所�

三　種　混　合　予　防　接　種�
会　　場�対　　象　　者�

１期初回・13年4月1日～13年12月31日生�
　　　　・７歳６カ月未満で未実施の子�
�
１期追加・１期初回（3回）終了後６カ月�
　　　　　から1年６カ月経た子�
　　　　・７歳６カ月で未実施の子�

平成12年12月1日～14年2月28日生まれ�
及び7歳６カ月未満で未実施の子�

月　　日�

５月　２　日�
(木)�

５月27日�
(月)

５月28日(火)

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�
�
�
９：30～�
　17：00

保健だより●５月分

県では、住宅を新築される方に「乾

燥秋田杉柱材」をプレゼントします。

提供材は、12㎝角、長さ３ｍ、含水

率20％を標準とし、１戸当たり90本

を上限とします。
■募集期間は、

１回目５月１日～20日 50戸

２回目７月10日～31日 50戸
■申し込み先は

あきた県産材利用センター

TEL ０１８－８３７－８０９５

FAX ０１８－８３７－８０９４
■申請書は市町村役場、総合農林事務

所、建設事務所に備えております。

子供たちの笑顔や輝く瞳に出会いた

い方。子供たちとのふれあいを通して

自らを高めたい方。仲間づくりをした

い方。

参加をお待ちしています。
■活動内容 県立児童館、子ども博物

館事業への協力
■募集対象 高校生以上
■申し込み

秋田県児童会館、子ども博物館

ボランティア係

TEL ０１８－８６５－１１６１

今月のお知らせ�

◆校名募集

◆労働基準監督官採用試験

◆秋田杉プレゼント

◆ボランティア募集

――――――――――――――――――――
井川町役場　�018-874-4411
――――――――――――――――――――
ＵＲＬ　http://www.ikawa-town.com/
――――――――――――――――――――
E-mail ikawa＠seagreen. ocn. ne. jp
――――――――――――――――――――

“夏も近づく八十八夜”農作業の最

盛期になっています。この時期は農事

用の電気機器も大活躍しますが、屋外

で雨露にさらされたり、使用する人も

雨に濡れたりするなど危険な状態で使

用される場合があります。完全な設備

で、安全に使用するようにしましょう。

井川小学校では、５月14日を学校

開放日とします。これは町民の皆さん

から学校における教育活動へのご理

解・ご協力を得るために行うもので

す。２、５、６年生は田植えの体験学

習となりますので、町民多数のご来校

をお待ちしております。
■日　時 5月14日�　9:00～15:30

※上履きをご持参下さい。

◆農業用電気設置の取り扱いに注意

お

ね

が

い

鯉
の
ぼ
り
は
安
全
な
場
所
で

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

でも万一事故を起こしてしまったら、
１．被害者の救護と道路上の危険除去
２．警察への報告
３．相手方の確認
４．目撃者の確認
５．事故状況の確認
そして、困ったときのご相談は→

◆ドライブに最適の季節になりました。
交通事故には十分気をつけましょう。

参加して�
みませんか！� 秋田県立近代美術館　親子美術教室�

日　時：2002年5月18日（土）�

　　　　午前10時から午後４時まで�

会　場：秋田県立近代美術館　実習室・展示室�

対　象：小中学生とその保護者�

定　員：15組（30名）�

材料費：無料（美術館ですべて取り揃えます）�

〒013-0064�
横手市赤坂字富ヶ沢62-46�
　　　秋田県立近代美術館�
　　　　　親子美術教室係�
TEL 0182-33-8855�
FAX 0182-33-3358

はがきに①「ペアのマリオネットを作ろう」、②親子の氏名、�
　　　　③郵便番号・住所、④電話番号、⑤学校名・学年を�
　　　　記入してお申し込みください。�
※はがきまたはファックスの受付で、締め切りは5月8日（必着）�

参加して�
みませんか！�

お申し込み�
お問い合わせ�

申　込　方　法�

◆学校開放日～小学校～



桜庭　温子さん（羽立）

聖霊高校　３年

卓球部
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一 寸 臭 い 話

伊　藤　　　勉（静岡県住・上村出身）

みんなのひろば

ア
ー
ま
で
備
わ
っ
て
い
る
と
は
、
創
造

だ
に
し
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
人
を
感

知
し
便
座
の
ふ
た
が
開
閉
す
る
と
は
…
。

こ
れ
は
偏
に
リ
ー
ダ
ー
の
町
づ
く
り

プ
ラ
ン
に
お
け
る
遠
大
な
計
画
性
の
現

れ
の
一
つ
と
推
測
す
る
。
新
し
が
り
で

は
な
く
町
の
人
達
が
衛
生
的
で
か
つ
文

化
的
（
？
）
な
生
活
を
体
現
で
き
る
よ

う
に
導
い
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
姿
勢
が

感
じ
ら
れ
た
一
件
で
あ
っ
た
。

丁
度
時
期
を
同
じ
く
、
わ
が
家
も
新

築
中
。
当
然
な
が
ら
便
器
は
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
の
設
備
と
し
た
。（
た
だ
し
今
は

そ
れ
が
一
般
的
な
仕
様
と
の
こ
と
）
実

家
に
遅
れ
る
こ
と
約
２
年
。
衛
生
的
な

ト
イ
レ
生
活
を
営
ん
で
い
る
昨
今
で
あ

る
。

が
外
出
し
た
と
き
の
昼
食
時
、
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
め
る
の
は
私
一
人
の
特
権
で

あ
る
。

三
島
か
ら
新
幹
線
で
東
京
〜
秋
田
と

乗
り
継
ぎ
「
さ
く
ら
駅
」
に
降
り
立
っ

た
の
は
夕
暮
れ
時
。
私
の
高
校
時
代
に

は
「
羽
後
飯
塚
駅
」
ま
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
在
の
井
川
町
の

様
子
に
は
、
便
利
に
な
っ
た
も
の
だ
と

実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
今
回
、

実
家
に
着
い
て
そ
の
ト
ー
ン
は
跳
ね
上

が
っ
た
。
ト
イ
レ
が
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

便
器
に
改
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
時
私
が
住
ん
で
き
た
三
島
の
住
宅

は
、
ま
だ
従
来
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

さ
か
秋
田
の
そ
れ
も
井
川
（
失
礼
）
で

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
で
か
つ
乾
燥
エ

昨
年
の
秋
、
亡
く
な
っ
た
両
親
の
法

事
（
父
・
五
十
回
忌
、
母
十
三
回
忌
）

が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
帰
省
し
た
。
東

京
周
辺
に
い
る
兄
達
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
車
で
帰
省
。
私
は
生
ま
れ
つ
き
（
？
）

機
械
に
弱
く
車
を
運
転
す
る
術
を
知
ら

な
い
。
そ
の
代
わ
り
と
い
っ
て
は
変
だ

いか
わっこ

の

このコーナーは、毎週水
曜日、有線放送の夜の定時
放送で放送されます。ひと
くち英会話のテキストとし
てご利用ください。

リチャードの
�

楽しい英語の�

時間です�
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“I don,t like...”�
�

　今日は“I don,t like...”を勉強しましょう。�
“I don,t like...”は日本語で「○○○好きじゃない
です」�
　日本語と同じように“I don,t like...”はいろいろ
な扱い方があります。�
　たとえば、�
　I don,t like sushi.�
　　　………私はすしが好きじゃないです。�
　I don,t like baseball.�
　　　……私は野球が好きじゃないです。�
　I don,t like Paris.�
　　　………私はパリが好きじゃないです。�
�
　大きらいな物だったら“Really”をつけて下さい。�
　たとえば、�
　I really don,t like sea urchin.�
　　　………私はうにがとても好きじゃないです。�
�
　それで一番大きらいなものだったら“I don,t like”
よりも“I hate” をつかいます。�
　たとえば、�
　I hate salmon egg sushi.�
　　　………私はいくらのすしが大きらいです。�
�
　じゃ、がんばってください。�
　まんつな！�

�

我
が
周
り
の
四
月
の
行
事
も
無
事
終
え
て
今
朝
は
菜
の
花
椿
を
活
け
る

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
包
ま
れ
水
芭
蕉
春
告
げ
る
が
に
白
き
花
咲
か
す

校
庭
の
青
雲
の
群
像
を
あ
と
に
し
て
巣
立
つ
少
年
ら
大
志
を
抱
け

老
い
わ
れ
と
生
活

た
つ
き

を
共
に
来
し
な
け
れ
ば
腕
に
古
り
た
る
時
計
も
い
と
し

山
里
の
春
遅
け
れ
ば
一
時
に
花
々
の
咲
く
春
は
来
た
り
ぬ

吾
が
家
に
も
幾
十
年
ぶ
り
か
鯉
の
ぼ
り
泳
ぐ
大
空
た
の
し
み
待
て
り

手
間
い
ら
ぬ
消
毒
済
の
種
籾
を
ネ
ッ
ト
に
分
け
て
息
子
と
水
に
浸
す

逆
光
で
写
し
そ
こ
ね
し
み
ど
り
児
の
う
る
わ
し
き
顔
見
え
て
く
る
気
の
し
て

公
園
に
復
元
な
り
し
長
坂
門
威
容
堂
々
と
本
丸
に
聳
ゆ

夢
と
い
う
字
を
書
き
損
じ
思
い
お
り
六
十
半
ば
の
坂
喘あ

え

ぐ
日
々

児
玉
千
代
子

伊
藤
　
陽
子

鈴
木
　
鉱
造

小
林
　
喜
作

工
藤
　
美
穂

小
林
　
タ
ミ

伊
藤
ミ
ヤ
子

伊
藤
千
代
美

渡
部
　
光
造

す
ず
き
い
さ
む

井川短歌会詠草

小林　泉さん（葹田）
じゅう医になって、
いろいろな動物を助
けたいです。

大山　文さん（街道）
まん画家になって、
いろんな人にまん画
を見てほしい。

中
学
校
時
代
は
、
郡
大
会
で
は
、
い

い
と
こ
ろ
ま
で
勝
ち
進
み
な
が
ら
、
今

一
歩
の
と
こ
ろ
で
県
大
会
出
場
は
逃
し

て
き
た
と
か
。
進
学
し
た
高
校
は
、
卓

球
の
強
豪
校
。
入
部
す
る
部
員
は
、
中

学
校
時
代
、
全
県
大
会
で
活
躍
し
た
人

ば
か
り
。
一
年
生
の
時
は
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
少
し
ひ
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

先
輩
た
ち
よ
り
朝
早
く
、
帰
り
遅
く
と
、

続
け
る
こ
と
自
体
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
で
も
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
、
楽

し
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、「
卓
球

は
好
き
だ
け
ど
、
休
日
の
二
部
練
に
は
、

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
」
そ
う

で
す
。

新
人
戦
で
は
、
全
県
三
位
で
東
北
大

会
出
場
も
な
ら
ず
、
十
数
年
ぶ
り
の
無

念
に
今
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
向
け

て
部
員
一
同
、
日
々
の
練
習
に
汗
を
流

し
て
お
り
ま
す
。

４
歳
年
上
の
お
姉
さ
ん
の
影
響
で
始

め
た
卓
球
。
ご
両
親
は
「
好
き
な
部
で

い
い
よ
」
と
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
も
、「
応
援

に
行
っ
た
ら
、
ル
ー
ル
の
知
っ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
の
方
が
い
い
な
」
と
も
言
っ

た
そ
う
で
、
や
は
り
姉
妹
共
通
の
卓
球

部
に
入
部
し
た
そ
う
で
す
。

児
玉
　
大
夢
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

父
・
将
人
さ
ん

海
老
沢（
母
・
陽
子
さ
ん
）

イッパイ笑って、怒って、

泣いて、遊んだ分だけ

大きくなり、毎日が楽しみ

今日はどんな大夢と遊べるの

かなぁ～。

伊藤小百合さん（羽立）
スタイリストになっ
て人に似合う服を選
んであげたい。

伊藤　舟さん（上村）
スノーボードかスキ
ーを続けてオリンピ
ックに出たい。

伊藤　航さん（中下村）
バスケのかんとくに
なって全国制覇をめ
ざしたい。



広報�

主な内容�
・清潔で快適な生活環境……………�

・水洗化、はつらつ歩こう会………�

・町づくり懇談会、町内会長会議…�

・駐在所、消防署だより……………�

・まちの話題………………………�

・暮らしの情報､お知らせ､みんなの広場…�

 P2～3�
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P6～7�

P8～9�

P10～11�

P12～17

特集�
●清潔で快適な生活環境�
　～お宅では下水道施設に接続しましたか？～�
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０
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４
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２
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０
０
　
※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

◇
〝
切
っ
た
ら
血
の
出
る
よ
う
な
情
報
を
〞
と
い
わ

れ
た
有
線
放
送
時
代
。

〝
井
川
町
に
そ
ん
な
に
殺
人
事
件
が
あ
る
わ
け
が

な
い
〞
と
う
そ
ぶ
い
て
い
た
私
。
こ
の
四
月
か
ら
紙

面
で
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

度
は
〝
血
の
し
た
た
る
よ
う
な
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

問
題
意
識
を
持
っ
て
、
課
題
を
見
つ
け
て
〞
と
い
わ

れ
ま
し
た
。

や
っ
と
の
思
い
で
、
頭
の
上
の
ハ
エ
を
追
い
払
っ

て
は
み
て
も
、
明
日
の
糧
を
得
る
術
を
知
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
桜
は
記
録
的
に
早
く
咲
き
、
北
国
秋
田
を

駆
け
足
で
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
季
節
を
い
ち

早
く
感
じ
取
る
べ
き
は
ず
な
の
に
、
一
片
の
花
び
ら

さ
え
目
に
入
る
ゆ
と
り
は
な
く
、
雲
の
中
に
い
る
よ

う
な
視
界
ゼ
ロ
の
１
ヶ
月
で
し
た
。

〝
何
と
か
な
る
ん
ち
ゃ
ぁ
〞
と
い
う
上
司
の
言
葉

に
押
さ
れ
て
や
っ
と
発
行
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

録
音
機
を
カ
メ
ラ
に
換
え
て
、
ま
た
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
情
報
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い

小
泉
町
内
鈴
木
明
さ
ん
宅

大
き
な
「
か
ぶ
と
」
が
見
事
で
し
た
。

奈
津
子
さ
ん
（
妻
）
琉
平
ち
ゃ
ん
（
長
男
）

綺
乃
ち
ゃ
ん
（
長
女
）
三
人
で
す
。

編集雑記�

・人　口　男　2,900人（－20）�
　　　　　女　3,203人（－　７　）�
　　　　　計　6,103人（－27）�
・世帯数　　　1,722戸（＋　５　）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（４月１日現在）�

だ　よ　り�
（3／21～4／20)

慶　弔�

�
■環境改善センター………�
■歴史民俗資料館……………�
■町民体育館………………�
■町民武道館………………�
■町営野球場………………�
■赤沢スキー場……………�
■ふれあいスポーツ館………�
■定住促進センター……�
■日本国花苑施設…………�
■老人福祉センター……�
■ゴミ処理量…………………�
■し尿処理量………………�

�
720人（ 人)�
8人（ 545人)�

1,360人（ 人)�
632人（8,799人)�
0人（2,633人)�
0人（1,846人)�

550人（2,465人)�
2,086人（ 人)�

0人（ 人)�
1,946人（ 人)�

93t（ 988ｔ)�
121S（1,463S)

施設の利用状況（３月）�
(　)内は累計�

■地域福祉基金へ�

・井内町内の石坂孝太郎さんより亡母

ユフ子さんの香典返しとして５万円�

・宇治木町内の佐藤秀男さんより亡母

ヒデさんの香典返しとして５万円�

・街道町内の松田征太郎さんより亡妻

ミチ子さんの香典返しとして３万円�

・大倉町内の湊政秋さんより病気お見

舞い返しとして５万円�

・宇治木町内の伊藤毅さんより亡母光

さんの香典返しとして５万円�

寄付されました。�

“ありがとうございました”�

善　意�

■お誕生おめでとう�

鳥井　寛弥（政之・京子・二男）さくら�

伊藤　杏菜（一仁・亮子・長女）街　道�

■お悔やみ申し上げます。�

中　山　嘉　美（69歳･本　人）小今戸�

石　坂　ユフ子（79歳･由太郎）井　内�

佐　藤　ヒ　デ（95歳･秀　男）宇治木�

八　柳　茂　春（53歳･與平治）田　中�

菅　生　昭二郎（71歳･本　人）井　内�

ヒロ　ヤ�

アン　ナ�

24,683
13,007
18,789

21,325

16,366
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い
っ
ぱ
い
に
空
を
仰
ぐ
顔
、
の
び

や
か
な
手
は
苑
地
の
緑
を
つ
つ
み
こ

む
よ
う
に
広
げ
ら
れ
る
。
シ
ン
プ
ル

な
形
が
芝
の
緑
と
と
け
あ
っ
て
心
地

よ
い
。

「
彫
刻
や
絵
の
前
に
立
つ
と
き
心

が
豊
か
に
広
が
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
。」
美
術
館
を
訪
れ
る
人
に
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
の
言
葉
で
話

す
に
は
難
し
い
質
問
の
よ
う
に
思
え

る
が
、
た
ぶ
ん
自
分
の
い
る
時
や
場

所
を
超
え
て
自
在
に
ふ
く
ら
む
新
し

い
世
界
を
そ
こ
に
見
る
か
ら
に
違
い

な
い
。

丸
山
は
岐
阜
の
薄
墨
桜
を
訪
ね
、

そ
こ
に
見
た
「
幽
玄
」
の
世
界
と
初

夏
の
「
薫
風
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
こ

の
作
品
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。
夏
の

青
い
空
の
下
で
丸
山
の
作
品
に
出
会

っ
た
と
き
、
先
年
、
県
立
博
物
館
で

開
か
れ
た
縄
文
文
化
の
展
覧
会
を
思

い
出
し
た
。
み
ず
か
ら
を
思
わ
せ
る

髪
、
カ
ラ
ム
シ
（
イ
ラ
ク
サ
科
の
植

物
）
で
編
ん
だ
ア
ン
ギ
ン
（
編
み
布
）

の
よ
う
な
衣
。
縄
文
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
思
わ
せ
る
姿
は
確
か
に
遙
か
な

時
代
の
風
の
中
に
立
っ
て
い
る
。

遠
い
日
、
青
空
の
下
に
立
っ
た
一

人
の
少
女
は
、
今
と
変
わ
ら
な
い
季

節
の
に
お
い
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て

た
た
ず
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
楽

し
げ
な
目
は
何
を
見
て
い
る
の
だ
ろ

う
。ひ

と
つ
の
作
品
に
重
ね
ら
れ
る
自

分
の
世
界
、
苑
地
の
彫
刻
た
ち
と
の

対
話
は
、
そ
こ
に
立
つ
人
そ
れ
ぞ
れ

に
優
し
く
温
か
い
ひ
と
と
き
を
あ
た

え
て
く
れ
る
。

県
立
近
代
美
術
館
主
任
専
門
員
　
小
笠
原
　
光

丸山　勝／1945年神奈川県に

生まれる。パリ美術学校で学ぶ。

国画展にて新海賞・国画賞受

賞。文化庁現代美術展、第１回

天展大賞受賞。甲府市まちなか

彫刻展優秀賞受賞等々。

縄文文様

“薫　風”
（ブロンズ、170×60×80㎝）

丸
まる

山
やま

勝
まさる

表
紙


